
MAIBARA
CITY COUNCIL

４
年
に
１
度
の
米
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

令
和
７
年

月
　
日
執
行
に
決
定

　
　
　
　
　
あ
な
た
の
大
切
な
１
票
で
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　表紙写真は、OSPホッケー
スタジアムで開催された国民
スポーツ大会デモンストレー
ションスポーツのユニホック
です。
　ユニホックはフィールド
ホッケーの簡易版で、1968年
にスウェーデンで考案され、
1978年に日本に導入された
ニュースポーツです。
　プラスチックのボールとス
ティックを使用して、子どもた
ちが相手のゴール目掛けて
シュートを放ち、ゴールが決ま
ればチーム皆で喜び合ってい
ました。
　遂に10月1日からは、国スポ
正式競技のホッケーが始まり
ます。米原市挙げて、滋賀県代
表チームを応援しましょう！

地域活動とコラボ

81号81号
2025.7.302025.7.30

（
詳
し
く
は
、５
、６
ペ
ー
ジ
へ
）（

詳
し
く
は
、３
ペ
ー
ジ
へ
）

総
額
約
１
億
１
千
万
円

◎
産
業
用
地
ア
ン
ケ
ー
ト
費
用

◎
障
が
い
者
施
設
整
備
貸
付
金

◎
防
災
機
材
購
入
費
用
な
ど

米
原
市
消
防
団
の
活
動
服
を

６
１
０
人
分
更
新
す
る
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
員
賛
成
で

補正予算市 議 選
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80号発行月
4月36,835人

81号発行月
7月36,711人

down

減少

国スポ・障スポまで
あと２カ月！

国スポデモスポーツ ユニホック（5月18日）

人口変動カウンター
まちのリアル〔現実〕をあなたと共有

市議会だより市議会だよりま
い
ば
ら

ま
い
ば
ら

討 論 の 広 場討 論 の 広 場

（
詳
し
く
は
、３
ペ
ー
ジ
へ
）
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忙しいあなたへ

６
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
の 

会
期 

は
６
月
５
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
22
日
間

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
お
い
て
、他
市
が
指
定
し
た
業
者
な
ど
で
も

　
　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
設
備
を
工
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
条
例
改
正
を
総
員
賛
成
で

排
ガ
ス
規
制
に
よ
り
、軽
自
動
車
税
を
変
更
す
る
こ
と
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
め
た
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

新
た
に
６
本
の
道
路
を
市
道
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

市議会だより 2

“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　一般質問

録
画
配
信

①
～
⑦

⑧
～
⑪

123456

7891011

P7

P13

P8

P14

P9

P15

P10

P16P17

P11P12

消
火
栓
の
点
検
管
理
と
予
算
措
置

消
防
団
組
織
再
編
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
中
力
松

通
学
路
や
市
道
の
防
犯
カ
メ
ラ

（
仮
称
）長
岡
志
賀
谷
線
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
取
和
幸

子
ど
も
健
全
育
成
と
学
校
・
警
察
の
連
携

近
江
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
敦
子

市
経
済
の
発
展
と
所
得
拡
大

旧
山
東
幼
稚
園
の
跡
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
泰

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
栽
培
面
積

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
𠮷
田
周
一
郎

教
員
の
働
き
方
と
子
ど
も
の
権
利
・
安
全

こ
ど
も
園
の
保
育
教
諭
充
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
𦚰
正
孝

「
豊
臣
兄
弟
！
」を
生
か
し
た
観
光

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
邦
昭

子
ど
も
の
権
利
を
政
策
に
反
映

地
域
を
支
え
る
仕
組
み
と
市
民
主
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
角
大
祐

水
道
事
業
の
経
営
改
善
と
老
朽
化
対
策

通
学
路
の
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
野
正
行

介
護
保
険
の
現
状

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
正
雄

本
ペ
ー
ジ
上
部
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

各
議
員
の
質
問
動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
嶋
眞
一

他
１
項
目



忙しいあなたへ

６
育
児
部
分
休
業
に
お
い
て
、１
年
に
つ
き
10
日
を
超
え
な
い
範
囲
で
も

　
　
　
　
　
　
　

取
得
可
と
す
る
な
ど
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

伊
吹
区
が
辺
地
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、伊
吹
地
域
北
部
辺
地
に
係
る

　

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

道
路
電
光
掲
示
板
の
改
修
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、伊
吹
地
域
東
部
辺
地
に
係
る

　
　
　
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

3 市議会だより

◎
防
災
倉
庫
、大
型
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
購
入
費
・
防
災
研
修
経
費　
３
千
万
円

◎
重
度
・
重
症
心
身
障
が
い
者
の
入
所
施
設
整
備
の
た
め
の
貸
付
金　
３
千
万
円

◎
長
浜
市
と
連
携
し
た
産
業
用
地
開
発
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
経
費　
３
０
０
万
円

◎
市
道
の
新
設
改
良
工
事
の
経
費　
３
３
５
０
万
円

◎
市
道
の
舗
装
補
修
工
事
の
経
費　
約
１
０
８
０
万
円

◎
老
朽
化
し
た
消
雪
施
設
修
繕
の
経
費　
約
７
１
０
万
円

◎
大
東
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事
の
経
費　
７
５
０
万
円

◎
米
原
曳
山
祭
保
存
活
動
へ
の
補
助　
５
０
０
万
円

６
１
０
人
分
の
消
防
団
員
の
新
基
準
活
動
服
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　

約
２
千
万
円
で
購
入
す
る
契
約
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

詳細は、P4～6へ

　　議会が　 した主な補正予算　　議会



市議会だより 4

第２回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・承認とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

　　番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

報告第　２号　令和６年度米原市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
報告第　３号　令和６年度米原市下水道事業会計予算繰越計算書について
報告第　４号　�公益財団法人伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団の決算および事業計画に

関する書類の提出について
承認第　１号　�専決処分の承認を求めることについて（令和６年度米原市一般会計補正予算（第

１４号））
承認第　２号　専決処分の承認を求めることについて（米原市税条例の一部を改正する条例）
承認第　３号　�専決処分の承認を求めることについて（地域経済牽引事業の促進による地域の成

長発展の基盤強化に関する法律の施行に伴う米原市固定資産税の特例に関する条
例の一部を改正する条例）

承認第　４号　�専決処分の承認を求めることについて（米原市都市計画税条例の一部を改正する
条例）

承認第　５号　�専決処分の承認を求めることについて（米原市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）

議案第３６号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第２号）
議案第３７号　令和７年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第３８号　令和７年度米原市水道事業会計補正予算（第１号）
議案第３９号　令和７年度米原市下水道事業会計補正予算（第１号）

【予算決算】

議案第４０号　�米原市職員の勤務時間、休暇等に関する条例および米原市職員の育児休業等に関
する条例の一部を改正する条例について

議案第４１号　米原市税条例の一部を改正する条例について
議案第４２号　米原市水道事業給水条例の一部を改正する条例について
議案第４３号　米原市下水道条例の一部を改正する条例について
議案第４４号　市道の路線認定の変更について
議案第４５号　市道の路線認定について
議案第４６号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について（伊吹地域北部辺地）
議案第４７号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（伊吹地域東部辺地）

【総産建】

報告第　５号　専決処分の報告について（給食配送車接触事故）

議案第４８号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第３号） 【予算決算】

議案第４９号　�米原市議会議員および米原市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例について

議案第５０号　損害賠償の額を定め、和解することについて
議案第５１号　財産の取得について（消防団員用新基準活動服等購入）

【総産建】

長
浜
市
と
連
携
し
た

�

産
業
用
地
開
発
事
業

　昨年度、滋賀県は市町と連携して企業誘致を進めようと、県内２カ所で産業用地の候補地を募
り、それを受けて米原市と長浜市も共同して候補地を応募しました。
　しかし、１次審査の結果、米原市と長浜市の候補地は「選外」となりました。５ページの総務産
業建設常任委員会審査報告にもあるように、この候補地を利活用しようと、企業誘致に向けて両
市とも取り組んでいます。また、県知事からは「どのようにこの場所を取り扱っていくのかとい
うことについては今後両市と一緒に考えていきたい」との発言があったため、今定例会の委員会
では、県が対策を考えた上での調査なのか質疑が発せられました。

←P5



市議会だより5

報告します！問
　
当
初
予
算
と
比
較
し

て
９
人
分
の
減
額
と
な
る
。

退
職
者
と
新
規
採
用
者
で

は
、
職
務
遂
行
能
力
は
同

等
で
は
な
い
。
業
務
に
支

障
を
来
さ
な
い
の
か
。

答
　
７
年
度
当
初
予
算
編

成
後
に
自
己
都
合
退
職
の

申
し
出
が
あ
り
、
退
職
者

が
増
え
ま
し
た
。
行
政
職

の
退
職
が
主
で
あ
り
、
例

年
の
退
職
者
数
の
想
定
を

上
回
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
退
職
者
の
ポ
ス
ト

が
抜
け
て
も
、
在
職
の
職

員
が
ス
キ
ル
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
通
常
の

退
職
、
新
規
採
用
の
サ
イ

ク
ル
の
範
囲
内
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
当
初
予
算
で
は
４
２

６
人
必
要
で
あ
る
と
予
算

要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
な
人
数
を
充
足

す
る
ま
で
募
集
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
下
半
期
の
退
職
者
の

見
込
み
に
つ
い
て
は
、
職

員
面
談
な
ど
で
想
定
し
つ

つ
、
定
員
適
正
化
計
画
に

近
づ
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

問
　
企
業
誘
致
は
ど
の
よ

う
な
構
想
か
。

答
　
県
が
定
め
る
産
業

立
地
戦
略
に
よ
り
、
蓄
電

池
、電
子
部
品
、 

半
導
体
、 

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
、 

医
薬
品
、

医
療
機
器
、 

バ
イ
オ
、 

情

報
通
信
業
な
ど
の
業
種
の

企
業
を
抽
出
し
て
調
査
を

行
い
ま
す
。

問
　
昨
年
、
当
該
地
が
選

外
と
な
っ
た
と
き
、
知
事

か
ら
は
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
は

そ
の
一
環
か
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
長
浜
市
と
米

原
市
の
２
市
で
進
め
る
場

合
に
は
、
連
携
し
て
支
援

を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

具
体
の
支
援
は
、
２
市
が

行
う
企
業
訪
問
へ
の
同
行

や
、
農
業
振
興
地
域
除
外

に
つ
い
て
は
農
政
部
局
と

の
橋
渡
し
な
ど
を
含
め
、

２
市
と
伴
走
す
る
形
で
の

支
援
に
な
り
ま
す
。

問
　
幹
線
市
道
の
消
雪
施

設
の
修
繕
に
お
け
る
地
元

負
担
金
は
条
例
で
決
め
ら

れ
て
い
る
が
、
地
元
住
民

だ
け
で
は
な
く
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
減
免
措
置
の
考
え
は

あ
る
か
。

答
　
消
雪
施
設
は
老
朽
化

し
て
き
て
お
り
、
地
下
水

位
が
低
下
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

既
存
の
消
雪
路
線
で
機
能

不
全
の
と
こ
ろ
は
、
地
元

負
担
が
不
要
な
機
械
除
雪

も
含
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問
　
吉
槻
か
ら
長
浜
市
鍛

冶
屋
町
に
至
る
林
道
七
曲

線
の
改
良
整
備
が
地
元
要

望
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
。

総
合
整
備
計
画
の
対
象
に

は
な
ら
な
い
の
か
。

答
　
今
後
、
必
要
と
い
う

こ
と
で
、
整
備
計
画
の
対

象
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

◇
職
員
の
人
件
費
に
係
る

減
額
補
正
に
つ
い
て
、
そ

も
そ
も
人
員
配
置
が
適
正

な
の
か
。
組
織
力
の
維
持

を
考
え
た
場
合
、
単
な
る

人
数
合
わ
せ
で
よ
い
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

◇
市
内
消
雪
施
設
の
経
年

劣
化
が
進
行
す
る
中
で
、

今
後
、
多
額
の
修
繕
費
が

想
定
さ
れ
る
。
負
担
能
力

を
超
え
た
地
元
負
担
金
を

支
払
う
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
修
繕
を
断
念
す
る
自

治
会
が
出
て
く
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
集
落
住
民
以

外
が
多
く
通
行
す
る
路
線

は
、
地
元
負
担
金
に
つ
い

て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
討
論
は
な
く
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
全
て
の
議
案

は
総
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
減
額
に
つ
い
て

議
案
第
36
号

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田 

周
一
郎

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
委
　
員 
川
嶋 
眞
一
、 

宮
川 

泰
、 

鹿
取 

和
幸
、

 

山
本 
克
巳
、 

矢
野 

邦
昭
、 

今
中 

力
松

産業用地開発事業候補地（黒枠の区域）
Google Mapを利用して作成

辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
に

つ
い
て
（
伊
吹
地
域
北

部
辺
地
）

長
浜
市
と
連
携
し
た
産

業
用
地
開
発
事
業
に
係

る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
業
務
委
託
に
つ
い
て

消
雪
施
設
の
修
繕
に
つ

い
て

委
員
間
討
議

討
論
・
採
決
結
果
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報告します！◎
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
貸
付
金
３
千
万
円
の

償
還
期
間
が
20
年
と
さ
れ

て
い
る
が
、適
切
か
。

答
　
米
原
市
で
は
、
過
去

の
事
例 

（
湖
北
会
、 

ひ
か

り
福
祉
会
、
柏
原
保
育
園

な
ど
）
で
も
20
～
30
年
の

貸
し
付
け
実
績
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
社
会
福
祉
法

人
か
ら
、
最
大
限
の
償
還

期
間
の
要
望
が
あ
り
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
決
定
で
す
。

問
　
当
初
１
千
万
円
の
貸

し
付
け
予
定
が
３
千
万
円

に
増
え
た
理
由
は
。

答
　
国
の
採
択
が
１
年
遅

れ
た
た
め
、
建
設
資
材
の

価
格
高
騰
な
ど
で
２
千
万

円
以
上
の
影
響
が
生
じ
ま

し
た
。
そ
の
増
加
分
は
補

助
金
で
は
賄
え
ず
、
法
人

の
自
己
負
担
分
と
な
る
た

め
貸
付
額
を
増
額
し
ま
し

た
。

問
　
多
機
関
協
働
事
業
に

係
る
交
付
基
準
額
の
見
直

し
に
お
い
て
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
１
千
万
円
減
額

さ
れ
た
理
由
は
。

答
　
多
機
関
協
働
事
業
に

関
し
て
、
一
部
自
治
体
で

実
績
が
全
く
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、 

国
が

「
重
層
的
支
援
は
自
治
体

が
実
施
す
べ
き
」
と
い
う

見
解
を
示
し
ま
し
た
。
米

原
市
で
は
多
機
関
協
働
事

業
に
関
し
て
年
間
35
～
40

件
の
ケ
ー
ス
検
討
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的

な
実
施
状
況
を
踏
ま
え
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
市
と
し
て
委
託
事
業

は
継
続
す
る
の
か
。

答
　
委
託
料
は
減
ら
せ
な

い
た
め
、
減
額
さ
れ
た
国

県
の
補
助
分
に
つ
い
て
は

一
般
財
源
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
８
年
度
に
向
け
て

は
福
祉
施
策
全
体
と
の
整

合
性
を
取
り
な
が
ら
見
直

し
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

問
　
減
額
に
よ
る
事
業
へ

の
影
響
は
。

答
　
補
助
率
（
国
２
分
の

１
、 

県
４
分
の
１
） 

に
よ

り
、
歳
入
減
は
約
７
５
０

万
円
で
す
。
た
だ
し
、
全

額
市
費
で
補
填
す
る
た
め
、

事
業
へ
の
直
接
的
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

問
　
米
原
市
が
評
価
点
数

の
高
い
全
国
15
市
町
村
に

選
ば
れ
た
理
由
は
、
評
価

基
準
は
何
か
。

答
　
客
観
的
デ
ー
タ
と
実

施
項
目
に
基
づ
き
点
数
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
米
原
市

は
４
～
６
年
度
の
間
に
全

国
１
７
４
２
自
治
体
中
１

０
０
位
→
42
位
→
41
位
と

高
評
価
を
得
て
お
り
、
申

請
書
を
通
じ
て
取
り
組
み

内
容
や
目
標
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

問
　
介
護
給
付
費
の
抑
制

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

は
。

答
　
骨
折
予
防
を
含
む
取

り
組
み
に
よ
り
、
年
間
約

１
２
０
０
万
円
の
給
付
費

削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

削
減
で
き
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な

く
、
取
り
組
み
の
実
施
が

評
価
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
　
周
知
方
法
や
参
加
見

込
み
は
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

（
約
２
７
６
０
人
）に
郵
送

で
案
内
し
ま
す
。
広
報
誌

や
伊
吹
山
テ
レ
ビ
で
も
周

知
し
、
65
歳
以
上
の
住
民

に
参
加
を
促
し
ま
す
。
想

定
参
加
者
数
は
約
５
０
０

人
で
す
。

　
議
案
第
36
号
７
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
に
関
す

る
討
議
で
は
、
重
度
・
重

症
心
身
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
整
備
に
係
る
貸

付
金
に
つ
い
て
、
貸
付
額

３
千
万
円
の
根
拠
や
償
還

期
間
に
関
す
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
特
に
、
償
還
期
間
に
関

し
て
は
、
執
行
部
の
答
弁

で
は
、
過
去
の
社
会
福
祉

法
人
へ
の
貸
し
付
け
に
係

る
償
還
期
間
の
実
績
か
ら

20
年
と
す
る
旨
の
答
弁
で

し
た
が
、
20
年
は
長
過
ぎ

る
こ
と
か
ら
見
直
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
機
関
協
働
事

業
に
係
る
交
付
基
準
額
の

見
直
し
に
お
い
て
、
国
か

ら
の
交
付
金
が
１
千
万
円

減
額
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
国
が
示
し
た
理
由

に
つ
い
て
納
得
い
か
な
い
、

ま
た
疑
問
が
あ
る
と
い
っ

た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
議
案
第
37
号
７
年
度
米

原
市
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
関
し
て

は
、
７
年
度
市
町
村
保
険

者
機
能
強
化
推
進
交
付
金

に
つ
い
て
予
算
を
執
行
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成

果
の
検
証
が
必
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

重
度
・
重
症
心
身
障
が
い

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備

に
つ
い
て

重
度
・
重
症
心
身
障
が
い
者

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
に
つ
い
て

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
中
川 

松
雄

　
委
　
員 
藤
本 
敦
子
、 

礒
谷 

晃
、 

細
野 

正
行
、

 

山
𦚰 
正
孝
、 

堀
江 

一
三
、 

鍔
田 

明

７
年
度
市
町
村
保
険
者
機

能
強
化
推
進
交
付
金
に
つ

い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
つ
い
て

委
員
間
討
議

○重層的支援体制整備事業における
　多機関協働事業
　単独の相談支援機関では対応が難しい者
へのアセスメントや支援プラン作成、重層
的支援会議の開催による関係機関の役割分
担・支援の方向性の共有などを行う事業
 出典：厚生労働省
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問

米
原
市
の
人
口
は
こ

の
５
年
間
で
月
平
均
34
人

減
少
し
て
い
る
。

　
市
長
施
政
方
針
に
お
け

る
最
重
要
施
策
の
人
口
減

少
に
対
す
る
市
長
と
関
係

部
門
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
。

答
　
人
口
減
少
社
会
で
も
、

市
民
が
幸
せ
で
心
豊
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

住
み
続
け
た
く
な
る
米
原

の
実
現
こ
そ
が
市
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
、
そ
れ
を
市
民

と
一
緒
に
つ
く
る
こ
と
が

市
長
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　
関
係
部
門
は
米
原
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

将
来
人
口
の
目
標
達
成
に

向
け
「
第
2
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
推
進
し
、
四
つ
の

基
本
目
標
を
市
長
の
ビ
ジ

ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
連

携
し
、
施
策
や
事
業
に
反

映
し
て
い
ま
す
。

問
　
関
係
部
門
の
横
連
携

を
具
体
的
に
ど
こ
が
ど
の

よ
う
に
担
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
人
口
減
少
対
策
は
複

雑
で
複
数
の
施
策
や
部
門

の
連
携
が
必
要
で
す
。

　
各
部
長
が
部
内
連
携
を

主
導
し
、
部
局
間
の
連
携

は
政
策
推
進
部
が
調
整
役

を
担
っ
て
、
効
果
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
　
今
年
３
月
改
定
予
定

だ
っ
た
米
原
市
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
の
更
新
が
遅
れ
て
い

る
理
由
は
。

答
　
人
口
減
少
が
予
想
よ

り
速
く
、
総
合
計
画
と
一

体
化
し
た
戦
略
の
抜
本
的

再
構
築
が
必
要
と
判
断
し

た
た
め
、
第
2
期
総
合
戦

略
の
期
間
を
2
年
延
長
し
、

第
3
次
総
合
計
画
策
定
時

に
新
し
い
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
検
討
し
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
が
加
速
し

て
い
る
な
ら
、
早
急
に
見

直
し
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
ス
ピ
ー
ド
感
も
大
切

で
す
が
、
総
合
戦
略
の
再

構
築
は
市
民
と
共
に
丁
寧

に
検
証
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

問
　
過
去
の
人
口
減
少
対

策
事
業
の
達
成
状
況
・
総

括
お
よ
び
今
年
度
へ
の
反

映
は
。

答
　
人
口
減
少
対
策
は
、

子
育
て
支
援
や
移
住
促
進
、

雇
用
創
出
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る

施
策
が
該
当
し
ま
す
。
各

施
策
の
評
価
や
総
括
は
現

在
進
め
て
い
る
第
3
次
総

合
計
画
の
策
定
過
程
で
検

証
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ

る
予
定
で
す
。

問
　
人
口
減
少
を
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
捉
え
ず
前
向
き
に

受
け
入
れ
る
た
め
に
、
具

体
的
に
何
を
ど
こ
ま
で
受

け
入
れ
る
の
か
。

答
　
長
期
的
な
人
口
減
少

を
前
提
に
持
続
可
能
で
未

来
志
向
の
地
域
構
造
を
作

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
合
理
化
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
新
技
術

や
工
夫
で
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
考
え
ら
れ
る
人

口
減
少
の
要
因
お
よ
び
真

因
は
。

答
　
主
な
要
因
は
、
出
生

数
減
少
と
若
者
の
都
市
部

へ
の
流
出
で
あ
り
、
背
景

に
は
若
年
層
の
経
済
的
不

安
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
、
育
児
環
境
や
支
援

制
度
不
足
な
ど
の
複
合
的

な
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
合
併
に
よ
る
合
理

化
で
サ
ー
ビ
ス
が
平
準
化

さ
れ
た
結
果
、
地
域
へ
の

期
待
、
個
性
お
よ
び
魅
力

も
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
今
年
度
の
人
口
減
少

対
策
の
目
論
見
・
目
標
は
。

答
　
人
口
減
少
対
策
は
幅

広
く
ほ
と
ん
ど
の
行
政
施

策
が
該
当
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
・
満
足
度
向
上
、
地
域

暮
ら
し
の
満
足
度
向
上
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み

○人口減少への取り組みを問う

川嶋　眞一　議員
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米原市人口推移（2020年1月～2025年4月）
出生 死亡 転入 転出 人口総数

| 2020年 | 2021年 |  2022年 |  2023年 |  2024年 | 2025年

総人口が毎月平均34人減

滋賀県推計人口月報
より川嶋作成
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問

伊
吹
山
の
薬
草
、
自

然
を
生
か
し
た
事
業
の
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

答
　
い
ぶ
き
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
の
取
り
組
み
が
、
地

域
資
源
を
磨
き
上
げ
な
が

ら
地
域
活
性
化
を
図
る
国

の
ロ
ー
カ
ル
１
０
︐
０
０

０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の

採
択
を
受
け
て
現
在
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
創
意
工

夫
さ
れ
て
き
た
個
々
の
事

業
者
の
取
り
組
み
に
よ
り

地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る

よ
う
、
耕
作
放
棄
地
へ
の

作
付
け
の
普
及
や
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
観
光
業
に
お
け
る
宿

泊
施
設
の
必
要
性
と
、
滞

在
時
間
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
よ
り
、
市
内
で
は
空

家
や
古
民
家
を
活
用
し
た

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
が

増
え
、
他
に
も
ペ
ン
シ
ョ

ン
や
コ
テ
ー
ジ
、
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
な
ど
の
多
様
な
宿

泊
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
こ
れ
ら
宿
泊
施
設
の
利

用
を
取
り
揃
え
る
な
ど
、

宿
泊
観
光
の
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
徳

源
院
の
桜
や
醒
井
の
梅
花

藻
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
を
活
用
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
創
出

に
よ
り
、
宿
泊
観
光
や
夜

間
の
観
光
の
促
進
・
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
観
光
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
経
済
波
及
効
果
を
高

め
る
た
め
の
観
光
業
に
お

け
る
市
の
戦
略
は
。

答
　
観
光
戦
略
の
一
つ
と

し
て
、今
年
度
は
、多
く
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
や
観

光
体
験
、
飲
食
店
な
ど
を

利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
観

光
に
よ
る
波
及
効
果
を
高

め
る
た
め
、
市
内
周
遊
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
一
般
社
団
法
人

び
わ
湖
の
素
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
委

託
し
、
市
内
観
光
事
業
者

な
ど
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

特
典
を
設
け
、
市
内
周
遊

観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
取
り
組
み
で
、
今
年
の

６
月
下
旬
か
ら
11
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。
こ
の
間
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
の
開
催
も
あ

り
、
多
く
の
観
光
誘
客
が

で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
営
農
型
太
陽
光
発
電

事
業
の
今
後
の
方
針
は
。

答
　
営
農
型
太
陽
光
発
電

事
業
は
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
進
め
る
た
め
の

有
効
な
手
段
と
考
え
て
お

り
、
脱
炭
素
先
行
地
域
事

業
の
中
で
、
滋
賀
県
と
本

市
と
ヤ
ン
マ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
で
、

小
泉
地
先
と
弥
高
地
先
で

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
み
を

進
め
、
営
農
型
太
陽
光
発

電
事
業
の
横
展
開
に
向
け

て
、
営
農
者
へ
の
農
業
継

続
の
た
め
電
気
使
用
料
金

の
一
部
を
協
力
金
と
し
て

支
援
し
ま
す
。
今
後
は
、

市
内
全
域
へ
の
横
展
開
の

方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
市
内
全
域
の
子
育
て

世
代
に
と
っ
て
、
誰
も
が

喜
ぶ
施
設
に
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
幼
稚
園
の
在
り

方
検
討
委
員
会
の
答
申
な

ど
に
基
づ
き
進
め
て
お
り
、

今
般
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
民
間
事
業
者
の
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限

り
市
全
体
の
子
育
て
に
資

す
る
事
業
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

米
原
市
経
済
の
発
展
と

所
得
拡
大
に
つ
い
て

○米原市経済の発展と所得拡大について
○旧山東幼稚園の跡地利用について

宮川　泰　議員

旧
山
東
幼
稚
園
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

グリーンパーク山東のグランピング施設
（池下地先）

周遊観光キャンペーンの参加店舗の一つ
道の駅伊吹の里・旬彩の森（伊吹地先）
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問

全
て
の
学
校
で
教
員

の
勤
務
時
間
や
休
憩
時
間

を
職
員
室
な
ど
に
掲
示
し
、

機
会
を
捉
え
て
学
校
長
に

よ
る
勤
務
時
間
や
休
憩
時

間
な
ど
の
説
明
や
注
意
喚

起
を
行
う
よ
う
、
指
導
監

督
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
　
職
員
室
に
掲
示
す
る

の
が
よ
い
の
か
、
各
教
員

が
よ
く
目
に
す
る
と
こ
ろ

に
時
間
表
を
貼
っ
て
お
く

な
ど
す
る
の
が
よ
い
の
か
、

校
長
が
小
ま
め
に
声
を
掛

け
る
の
が
よ
い
の
か
、
日

頃
か
ら
教
員
が
意
識
で
き

る
た
め
の
取
り
組
み
を
検

討
し
ま
す
。

問
　
市
の
教
員
は
、
労
働

基
準
法
第
34
条
に
規
定
さ

れ
る
45
分
間
の
休
憩
時
間

が
取
れ
て
い
る
か
。

答
　
学
校
で
は
、
45
分
間

の
休
憩
時
間
を
設
定
し
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
見

守
り
や
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
、

授
業
準
備
な
ど
の
理
由
で
、

休
憩
を
し
っ
か
り
取
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
教
員

が
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
は
教
育
委
員
会
と
し

て
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
と
い
う
こ
と
は
、
労

働
基
準
法
違
反
の
状
態
か
。

答
　
休
憩
が
取
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
労
働
基

準
法
に
違
反
し
て
い
る
か

と
い
え
ば
、
そ
の
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識

し
て
お
り
、
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問
　
最
近
も
、
不
適
切
指

導
な
ど
の
事
例
が
米
原
市

の
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　
全
員
研
修
会
な
ど
の
場

で
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
研
修
す
る
機
会
を
設

け
て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

答
　
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、校
長
会
議
の
際
に「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」、「
こ

ど
も
基
本
法
」、「
米
原
市

こ
ど
も
計
画
」を
用
い
て
、

改
め
て
子
ど
も
の
権
利
へ

の
理
解
を
促
し
、
学
校
で

教
職
員
へ
も
周
知
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
修
学
旅
行
の
民
泊
で

安
全
確
保
と
生
徒
の
最
善

の
利
益
を
守
る
対
応
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
　
沖
縄
で
の
平
和
学
習

は
、
戦
争
の
歴
史
を
持
つ

場
所
を
訪
れ
、
五
感
で
平

和
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
学
び
を
得

ま
す
。
民
泊
は
、
沖
縄
の

文
化
や
人
々
の
温
か
さ
を

体
験
し
、
戦
争
を
乗
り
越

え
た
方
々
と
交
流
す
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
生
徒
が

安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
、

旅
行
会
社
と
の
事
前
調
整

や
安
全
管
理
の
徹
底
が
必

要
で
、
緊
急
時
の
対
応
も

事
前
に
生
徒
に
説
明
し
、

修
学
旅
行
が
意
義
深
い
思

い
出
と
な
る
よ
う
、
安
全

面
に
十
分
配
慮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
そ
も
そ
も
適
正
な
保

育
教
諭
の
数
が
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
、伺
い
た
い
。

答
　
公
立
認
定
こ
ど
も
園

は
、
午
前
７
時
か
ら
12
時

間
開
園
し
、
保
育
教
諭
は

配
置
基
準
に
基
づ
き
シ
フ

ト
を
組
ん
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
約
７
割

の
子
ど
も
が
標
準
時
間
で

の
利
用
認
定
を
受
け
て

お
り
、
早
朝
・
延
長
保
育

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
中
、

多
様
な
雇
用
形
態
へ
の
対

応
が
課
題
で
す
。

　
保
育
教
諭
は
子
ど
も
の

発
達
を
見
通
し
た
教
育
・

保
育
活
動
を
行
い
、
保
護

者
と
の
連
携
や
地
域
の
子

育
て
支
援
に
も
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
勤
務
環
境
の
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
保
育

の
質
を
維
持
し
、
持
続
可

能
な
保
育
制
度
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

休
憩
時
間
に
休
め
て
い

る
か

子
ど
も
の
権
利
の
研
修

を

安
全
な
修
学
旅
行
の
民

泊
を

保
育
教
諭
は
足
り
て
い

る
か

○教員の働き方と子どもの権利や安全は大丈夫か
○公立認定こども園の保育教諭は足りているか

山𦚰　正孝　議員
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問

市
内
に
消
火
栓
お
よ

び
防
火
水
槽
は
何
基
配
置

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

現
在
の
管
理
状
況
を
問
う
。

答
　
市
で
は
４
月
１
日
現

在
１
９
３
７
基
の
消
火
栓

と
２
７
４
基
の
防
火
水
槽

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
耐
用
年
数
、
更
新
基
準
、

管
理
基
準
な
ど
は
定
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
や

自
治
会
の
点
検
な
ど
で
消

火
活
動
に
支
障
が
あ
る
と

の
報
告
を
受
け
れ
ば
、
都

度
、
修
繕
も
し
く
は
改
修

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
さ
び
つ

い
て
バ
ル
ブ
が
開
け
ら
れ

な
い
消
火
栓
が
３
基
あ
る

こ
と
を
把
握
し
、
順
次
改

修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
防
火
水
槽
が
、
個
人

の
敷
地
の
一
部
に
設
置
さ

れ
て
い
る
場
合
、
固
定
資

産
税
は
減
免
さ
れ
る
の
か
。

答
　
土
地
の
所
有
者
か
ら

市
の
税
務
部
局
に
減
免
申

請
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

防
火
水
槽
相
当
面
積
分
を

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
　
急
な
故
障
に
も
対
応

で
き
る
予
算
措
置
が
必
要

で
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
特
に
初
期
消
火
に
お

け
る
消
火
栓
の
役
割
は
非

常
に
重
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
消
火
活
動
に
支
障

を
来
す
恐
れ
が
あ
る
消
火

栓
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

改
修
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
必
要
な
予
算
措
置
に

努
め
ま
す
。

問

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
を
問
う
。

答
　
今
後
人
口
減
少
が
進

む
中
、
持
続
可
能
な
消
防

団
組
織
を
目
指
し
、
組
織

再
編
、
団
員
定
数
の
減
員

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
団
員
数
の
削
減
に
つ
い

て
は
、
団
幹
部
か
ら
消
防

技
術
継
承
の
観
点
に
よ
り

段
階
的
に
進
め
る
方
が
よ

い
と
の
意
見
が
あ
り
、
昨

年
、
班
ご
と
に
減
員
計
画

を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
地
域
を
守
っ
て
こ

ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
団
員
か

ら
若
い
団
員
へ
と
消
防
技

術
な
ど
を
継
承
し
な
が
ら
、

段
階
的
に
8
年
度
末
に
５

６
６
人
に
減
員
す
る
計
画

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
一
部
団
員

数
な
ど
の
調
整
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
班
も
あ
り
、
団

幹
部
と
協
議
し
な
が
ら
、

管
轄
す
る
地
域
事
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
対
応
を
取
れ

る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
団
幹
部
や
団
員
の
意
見

や
協
力
を
得
な
が
ら
、
地

域
防
災
力
が
低
下
し
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
　
保
守
点
検
作
業
な
ど

の
擦
り
合
わ
せ
は
。

答
　
消
火
栓
や
消
防
ポ
ン

プ
の
点
検
、
地
域
の
巡
回

の
手
法
な
ど
は
、
一
定
の

基
準
を
示
し
、
過
度
な
負

担
と
な
ら
な
い
範
囲
で
、

新
た
な
班
ご
と
に
活
動
計

画
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
の
消

防
資
機
材
の
取
り
扱
い
は
、

消
防
団
の
訓
練
な
ど
で
消

防
署
か
ら
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
消
火

栓
の
日
常
の
保
守
点
検
や

取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、

訓
練
の
際
に
消
火
栓
製
造

者
か
ら
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

消
火
栓
な
ど
の
配
置
数

と
管
理
状
況

私
有
地
に
設
置
の
防
火

水
槽
の
税
の
減
免
は

○市内に配置されている消火栓1937基、
 防火水槽274基の管理状況と対応を問う
○『地域の安全安心を守るヒーロー「消防団」』
 その組織再編計画の進

しんちょく 

捗を問う
今中　力松　議員

消
火
栓
な
ど
の
消
防
水

利
改
修
工
事
に
係
る
予

算

消
防
団
組
織
再
編
計
画

6月3日に顔戸地先で発生した火災
現場近くに埋設されている消火栓
の使用状況

河川から取水しての消火活動の様子
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問

通
学
路
や
市
道
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
年
ご
と
の
要

望
数
と
設
置
数
は
。

答
　
市
が
補
助
金
を
交
付

し
、
自
治
会
が
設
置
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
の
数
は
、
４

年
度
が
９
基
、
５
年
度
が

29
基
、
６
年
度
が
12
基
で

す
。
７
年
度
は
39

基
の
要
望
が
あ
り
、

今
後
、
自
治
会
に

よ
り
設
置
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

問
　
今
後
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

答
　
防
犯
上
、
市

が
設
置
し
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
は
、

米
原
駅
自
由
通
路

と
米
原
駅
の
東
西

を
渡
る
地
下
道
の

２
カ
所
で
す
。
防

犯
灯
と
同
様
に
集

落
か
ら
離
れ
た
不

特
定
多
数
の
人
が
行
き
来

す
る
場
所
に
限
定
し
て
設

置
し
、
防
犯
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
市
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
市

内
全
域
に
拡
大
設
置
す
る

こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
へ
の
配
慮
や
管
理
体

制
の
問
題
も
あ
り
、
慎
重

に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
自
治
会
の

要
望
に
沿
え
る
よ
う
、
自

治
会
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

費
に
引
き
続
き
補
助
し
ま

す
。

問
　（
仮
称
）長
岡
志
賀
谷

線
道
路
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

答
　（
仮
称
）長
岡
志
賀
谷

線
は
、
６
年
度
で
は
財
源

の
確
保
に
向
け
て
、
県
に

対
し
て
要
望
を
行
い
、
併

せ
て
協
議
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
鉱
山
事
業
者
と

は
、
鉱
山
事
業
の
予
定
や
、

道
路
計
画
に
つ
い
て
の
擦

り
合
わ
せ
な
ど
の
調
整
を

進
め
て
お
り
、
併
せ
て
現

地
踏
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
　
道
路
新
設
の
た
め
の

課
題
と
そ
の
克
服
に
つ
い

て
。

答
　
本
市
道
の
新
設
に
当

た
っ
て
は
、
財
源
確
保
や

他
の
路
線
と
の
兼
ね
合
い

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
当
該
市
道
は
車
道
２
車

線
の
延
長
約
１
８
７
０
m

を
整
備
す
る
も
の
で
、
路

線
内
に
は
一
級
河
川
森
川

を
渡
る
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁

も
必
要
と
な

り
、
相
当
の
事
業
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
当
路
線
の
計
画
内

容
で
は
、
国
の
重
点
施
策

の
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
に
合

致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

内
示
率
が
低
く
財
源
確
保

が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
他
の
路
線
と
の
兼
ね
合

い
に
つ
い
て
は
、
道
路
網

整
備
計
画
に
基
づ
き
市
内

道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
通
学
路
対
策
と
し

て
２
路
線
、
幹
線
道
路
整

備
と
し
て
２
路
線
、
渋
滞

対
策
と
し
て
１
路
線
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
し
て

１
路
線
、
走
行
性
向
上
と

し
て
１
路
線
の
計
７
路
線

の
事
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、（
仮
称
）長
岡

志
賀
谷
線
の
よ
う
な
大
規

模
な
事
業
を
着
手
す
る
に

は
、
人
員
的
体
制
に
も
既

に
着
手
し
て
い
る
路
線
の

整
備
状
況
を
見
な
が
ら
着

手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
道
路
は
、
市
の
東

部
と
西
部
を
結
ぶ
道
路
で
、

防
災
面
や
地
域
交
流
に
お

い
て
重
要
な
道
路
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
有

利
な
国
の
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

県
に
要
望
を
行
い
、
庁
内

を
含
め
て
関
係
者
と
の
協

議
調
整
を
進
め
、
事
業
進

捗
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

通
学
路
や
市
道
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

（
仮
称
）
長
岡
志
賀
谷

線
道
路
に
つ
い
て

○通学路や市道の防犯カメラの設置について
○（仮称）長岡志賀谷線道路について

鹿取　和幸　議員

米原駅東西地下道の防犯カメラ（左）とその撮影範囲（右）

（仮称）長岡志賀谷線
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問

全
国
で
警
察
と
学
校

の
連
携
に
よ
る
協
定
が
進

む
中
、
本
市
で
も
こ
の
制

度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
誹
謗
中

傷
や
い
じ
め
な
ど
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
問
題
が
複

雑
化
す
る
中
で
、
制
度
の

正
し
い
運
用
が
求
め
ら
れ

る
。
導
入
の
理
由
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
学
校
警
察
連
絡
制
度

は
、
非
行
や
犯
罪
被
害
か

ら
児
童
生
徒
を
守
る
た
め

に
学
校
と
警
察
が
連
携
す

る
仕
組
み
で
す
。
非
行
や

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、
重
大

な
い
じ
め
へ
の
対
応
と
し

て
、
平
成
21
年
か
ら
滋
賀

県
内
全
市
町
で
実
施
さ
れ
、

学
校
だ
け
で
対
応
が
難
し

い
事
案
に
警
察
と
連
携
し
、

情
報
提
供
や
相
談
を
行
い

ま
す
。

問
　
米
原
市
は
「
自
己
有

用
感
の
育
成
」
を
掲
げ
て

い
る
が
、
学
校
警
察
連
絡

制
度
で
子
ど
も
が
監
視
と

感
じ
な
い
か
懸
念
が
あ
る
。

運
用
に
あ
た
っ
て
の
配
慮

を
問
う
。

答
　
本
市
で
は
、
児
童
生

徒
の
自
己
肯
定
感
と
自
己

有
用
感
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
制
度

と
は
直
接
関
係
し
ま
せ
ん

が
、
安
全
の
確
保
に
よ
り

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が

整
い
ま
す
。
制
度
は
警
察

に
よ
る
見
張
り
で
は
な
く
、

非
行
や
犯
罪
被
害
の
防
止

が
必
要
な
場
合
に
限
り
、

学
校
と
警
察
が
情
報
を
共

有
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
旧
近
江
庁
舎
は
複
数

回
の
増
築
に
よ
り
複
合
的

な
構
造
と
な
っ
て
、
解
体

を
視
野
に
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
、

ど
の
部
分
が
耐
震
基
準
に

対
応
済
み
で
、
ど
の
部
分

が
未
対
応
な
の
か
を
問
う
。

答
　
近
江
市
民
自
治
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
38
年
建
築
で
、

昭
和
57
年
と
平
成
14
年
に

増
改
築
し
ま
し
た
。
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

は
、
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー

部
分
と
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

部
分
、
玄
関
西
側
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
部
分
で
す
。
そ

れ
以
外
の
部
分
は
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
旧
庁
舎
解
体
は
全
体

が
対
象
か
。
そ
れ
と
も
一

部
耐
震
基
準
を
満
た
す
部

分
を
残
す
可
能
性
が
あ
る

の
か
。
今
後
の
利
活
用
・

処
分
の
方
向
性
を
問
う
。

答
　
旧
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
に
加
え
老
朽
化
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
し
、
解
体

・
廃
止
す
る
方
針
で
す
。

跡
地
利
用
は
立
地
特
性
を

踏
ま
え
今
後
検
討
し
ま
す
。

問
　
地
域
か
ら
は
「
一
部

利
活
用
を
」「
子
ど
も
の

遊
び
場
に
」
と

の
提
案
が
あ
る

一
方
で
、
解
体

あ
り
き
で
進
ん

で
い
る
と
の
懸

念
も
あ
る
。
こ

れ
ま
で
地
域
住

民
に
ど
の
よ
う

な
説
明
が
な
さ

れ
、
意
見
聴
取

や
説
明
会
が
行

わ
れ
た
の
か
、

そ
の
経
緯
と
現

状
を
問
う
。

答
　
元
年
度
に
、
地
元
検

討
委
員
会
で
市
民
自
治
セ

ン
タ
ー
の
再
配
置
に
つ
い

て
協
議
し
、
近
江
庁
舎
の

解
体
方
針
も
含
め
て
近
江

地
域
自
治
会
連
絡
協
議
会

に
説
明
し
、
一
定
の
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

８
年
度
以
降
に
解
体
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
跡
地

活
用
に
つ
い
て
今
年
度
中

に
地
域
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
予
定

で
す
。

学
校
警
察
連
絡
制
度
を

導
入
し
た
経
緯
に
つ
い

て

自
己
有
用
感
を
育
て
る

教
育
と
連
絡
制
度
を
ど

う
進
め
る
の
か

○子ども健全育成と学校と警察の連携について
○近江市民自治センターの跡地利用について

旧
近
江
庁
舎
の
耐
震
基

準
に
つ
い
て

地
域
住
民
へ
の
意
見
聴

取
状
況
に
つ
い
て

旧
近
江
庁
舎
の
今
後
の

利
活
用
方
針
に
つ
い
て

藤本　敦子　議員

旧近江庁舎のフロア図
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問

取
り
組
み
面
積
が
減

少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
市

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。

答
　
環
境
こ
だ
わ
り
農
産

物
の
普
及
は
、
県
や
関
係

機
関
と
共
に
啓
発
し
て
い

ま
す
が
、
売
り
手
、
買
い

手
、
作
り
手
の
仕
組
み
が

機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
す
。

問
　
他
の
市
町
に
お
け
る

取
り
組
み
の
違
い
は
。

答
　
集
荷
業
者
に
よ
る
需

要
が
大
き
く
、
独
自
の
販

路
に
よ
り
「
環
境
こ
だ
わ

り
米
」
の
価
値
を
高
め
た

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
市
町
の
取
り
組
み
を

参
考
に
し
て
普
及
に
努
め

ま
す
。

問
　
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
以
外
に
市

独
自
の
施
策
と
し
て
奨
励

金
を
上
乗
せ
し
て
、
付
加

価
値
を
つ
け
る
こ
と
は
可

能
か
。

答
　
交
付
金
を
上
乗
せ
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
環
境
こ
だ
わ
り
農
産

物
の
推
進
を
図
る
県
や
流

通
業
者
な
ど
と
協
力
し
市

場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
に
本
市
産

の
環
境
こ
だ
わ
り
米
を
使

用
す
る
取
り
組
み
は
。

答
　
給
食
に
必
要
な
供
給

量
と
流
通
ル
ー
ト
が
確
保

で
き
れ
ば
可
能
で
す
が
、

生
産
者
が
限
ら
れ
、
供
給

先
も
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

と
、
さ
ら
に
集
荷
す
る
施

設
や
流
通
に
課
題
が
あ
る

た
め
給
食
に
は
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
供
給

回
数
な
ど
も
含
め
実
現
可

能
か
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
将
来
に
わ
た
り
必
要

か
つ
重
要
な
役
割
を
担
う

認
定
農
業
者
の
人
数
と
将

来
予
測
は
ど
う
か
。

答

4
月
１
日
現
在
、
認

定
農
業
者
数
は
89
、
う
ち

法
人
が
13
、
集
落
営
農
組

織
が
12
、
個
人
農
業
者
が

64
で
す
。
今
後
も
高
齢
化

が
進
行
す
る
と
と
も
に
、

離
農
さ
れ
る
方
が
増
加
し
、

減
少
傾
向
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

問
　
集
落
営
農
組
織
な
ど

の
法
人
と
任
意（
非
法
人
）

の
経
営
規
模
な
ど
は
。

答
　
法
人
組
織
は
12
者
、

経
営
面
積
合
計
は
３
２
４

㌶
で
あ
り
、
市
全
体
の
耕

作
面
積
の
15
・
６
％
で
す
。

任
意
組
織
は
17
者
、
経
営

面
積
合
計
は
１
８
０
㌶
で
、

市
全
体
の
耕
作
面
積
の
８

・
７
％
で
す
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
は

作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
、

収
益
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
が
、具
体
策
は
。

答
　
導
入
コ
ス
ト
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
国
や

市
単
独
の
補
助
制
度
に
よ

る
財
政
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
共
同
購
入
や
共

同
利
用
に
よ
る
活
用
も
推

奨
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
環
境
保
全
型
農
業
へ

転
換
を
図
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
は
。

答
　
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

方
針
で
は
、
環
境
こ
だ
わ

り
農
産
物
の
作
付
面
積
割

合
を
50
％
以
上
に
す
る
。

ま
た
は
、
新
た
に
環
境
こ

だ
わ
り
農
産
物
を
20
％
以

上
作
付
け
す
る
。
な
ど
の

取
り
組
み
を「
重
点
枠
」と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

経
営
規
模
の
大
小
に
関
係

な
く
、
農
業
を
通
じ
て
環

境
保
全
に
資
す
る
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
を
中

山
間
地
の
農
地
に
導
入
す

る
た
め
の
方
策
は
。

答
　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
お
い
て
新
設

さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業

加
算
」
の
活
用
を
促
し
、

中
山
間
地
で
も
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
に
よ
る
作
業

の
効
率
化
や
省
力
化
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の

栽
培
面
積
の
拡
大
に
つ

い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

方
針
に
つ
い
て

○環境こだわり農業（水稲）の栽培面積の拡大について
○本市が定める「スマート農業の推進方針」について

𠮷田　周一郎　議員

環境こだわり農産物
栽培ほ場標示板
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問

本
市
に
は
「
三
献
の

茶
」の
大
原
観
音
寺
、「
十

三
ヶ
条
掟
書
」
の
成
菩
提

院
、
賤
ケ
岳
の
戦
い
で
の

美
濃
大
垣
大
返
し
の
北
国

脇
往
還
な
ど
が
あ
る
が
、

石
田
三
成
も
登
場
す
る
来

年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣

兄
弟
！
」
を
観
光
振
興
に

生
か
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
に
は
三
成
ゆ
か

り
の
地
が
複
数
あ
る
た
め
、

観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　
放
送
に
合
わ
せ
た
文

化
財
の
発
信
と
保
存
活
用

は
。

答
　
本
市
の
歴
史
文
化
財

の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
、
最
大
の
Ｐ
Ｒ
機
会
を

逃
さ
ず
関
係
機
関
と
連
携

し
、
文
化
財
の
情
報
発
信

や
市
内
外
へ
向
け
た
本
市

の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

問
　
大
原
観
音
寺
で
は
、

平
成
28
年
の「
真
田
丸
」放

送
時
に
「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
三
成

展
」
が
に
ぎ
わ
っ
た
。
平

成
30
年
に
は
「
石
田
三
成

ゆ
か
り
の
地
観
光
拠
点
化

計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
地

元
と
市
連
携
の
元
、
参
道

駐
車
場
の
整
備
、
三
成
が

愛
し
た
モ
ミ
ジ
の
植
樹
、

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
開
店
な

ど
を
進
め
、
寺
と
地
元
で

は
浄
財
を
集
め
薬
師
堂
な

ど
の
修
繕
を
令
和
２
年
に

完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
計
画
は
休

止
し
て
お
り
、
今
回
の
大

河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
、
次

の
「
三
成
を
主
人
公
と
す

る
大
河
ド
ラ
マ
実
現
」
を

目
指
し
、
観
光
拠
点
化
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
三
成
を
主
人
公
と
す

る
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
要
望
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
自

治
会
な
ど
で
構
成
す
る
大

原
観
音
寺
創
盛
会
と
と
も

に
、
大
原
観
音
寺
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
創
盛
会
と
連
携
し
、

大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟

！
」
に
よ
る
観
光
誘
客
を

検
討
し
ま
す
。

問
　
本
市
の
観
光
入
込
客

数
は
道
の
駅
伊
吹
の
里
が
、

本
市
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
伊

吹
の
里
と
「
北
近
江
豊
臣

博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
る

長
浜
市
の
道
の
駅
浅
井
三

姉
妹
の
郷
や
賤
ケ
岳
付
近

は
、
秀
吉
の
美
濃
大
垣
大

返
し
の
北
国
脇
往
還
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
長
浜
・

米
原
・
関
ケ
原
・
大
垣
の

歴
史
街
道
を
生
か
し
た
観

光
開
発
で
、
伊
吹
の
里
な

ど
に
観
光
客
を
呼
び
込
む

企
画
は
ど
う
か
。

答
　
道
の
駅
伊
吹
の
里
を

拠
点
と
し
た
観
光
ル
ー
ト

化
も
含
め
、
創
盛
会
の
活

動
を
軸
に
大
河
ド
ラ
マ
に

関
連
し
た
三
成
め
し
の
提

供
や
物
販
な
ど
を
呼
び
水

と
し
て
、
経
済
効
果
を
高

め
る
取
り
組
み
を（
有
）旬

彩
に
提
案
し
ま
す
。

問
　
６
年
度
ま
で
と
今
後

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
用
状
況
は
。

答
　
都
市
地
域
か
ら
過
疎

地
域
な
ど
へ
住
民

票
を
移
し
、
地
場

産
品
の
開
発
や
農

林
水
産
業
へ
従
事

す
る
「
地
域
協
力

活
動
」を
行
い
、そ

の
地
域
へ
の
定
住

を
図
る
制
度
で
、

任
期
は
１
年
以
上

３
年
以
下
で
す
。

　
本
市
で
は
人
材

不
足
の
伊
吹
北
部

を
中
心
に
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め

募
集
し
て
き
ま
し

た
。
採
用
者
は
17

人
で
、
そ
の
う
ち

定
住
者
は
10
人
で

す
。

　
今
年
度
は
空
き
家
対
策

に
２
人
、
来
年
度
は
営
農

型
太
陽
光
発
電
設
備
下
の

農
地
で
ヨ
モ
ギ
な
ど
を
栽

培
す
る
活
動
と
、
東
草
野

地
域
で
米
や
そ
ば
な
ど
を

栽
培
す
る
活
動
に
各
々
２

人
採
用
予
定
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ
﹁
豊
臣
兄

弟
！
﹂
を
生
か
し
た
観

光
振
興

○大河ドラマ「豊臣兄弟！」を生かした観光振興
○地域おこし協力隊制度の活用について

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
用
に
つ
い
て

大原観音寺三献の茶（復元）

矢野　邦昭　議員
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問

中
学
校
の
部
活
動
は
、

子
ど
も
が
自
由
に
参
加
す

る
・
し
な
い
を
選
べ
る
活

動
の
一
つ
で
あ
る
。
米
原

市
は
部
活
動
を
子
ど
も
の

権
利
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
の
か
。

答
　
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の

意
思
に
基
づ
い
て
部
活
動

を
選
択
し
、
自
主
的
・
自

発
的
に
活
動
を
進
め
て
お

り
、
子
ど
も
の
権
利
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
て
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
部
活
動
の
地
域
展
開

に
よ
っ
て
保
護
者
負
担
が

発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答
　
生
徒
が
経
済
的
理
由

に
よ
り
活
動
を
断
念
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
活
動

場
所
・
体
制
な
ど
を
工
夫

し
生
徒
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
ど
の
生
徒

も
安
心
し
て
活
動
に
打
ち

込
め
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
の
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
、
市
職
員
が
学
ぶ
機

会
は
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
職
員
研
修
計
画
で
は
、

人
権
学
習
を
取
り
組
み
項

目
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
の
権
利

に
つ
い
て
の
研
修
も
担
当

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
子
ど
も
が
安
心
し
て

声
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、

行
政
か
ら
独
立
し
た
機
関

の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
子
ど
も
の
権
利
の
擁

護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

ど
も
一
人
一
人
の
意
見
を

尊
重
し
、
安
心
し
て
成
長

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
、
自
治
体
と
し
て
も

重
要
な
責
務
で
す
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
化

し
て
お
り
、
子
ど
も
自
身

が
安
心
し
て
声
を
上
げ
ら

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
三
者
性
・
独
立
性
を

も
っ
た
機
関
の
必
要
性
や

意
義
は
、
一
定
の
理
解
を

し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ

て
は
、
法
的
枠
組
み
や
財

政
的
な
持
続
可
能
性
、
人

材
の
確
保
、
既
存
の
相
談

支
援
体
制
と
の
連
携
・
役

割
分
担
な
ど
、
多
面
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

答
　
自
治
基
本
条
例
の
基

本
原
則
の
一
つ
で
も
あ
る

「
市
民
主
権
」の
定
着
状
況

は
、
近
年
、
地
域
社
会
へ

の
関
心
や
参
加
意
欲
が
低

下
傾
向
に
あ
り
、
薄
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
に
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ

る
活
動
の
担
い
手
不
足
や
、

不
況
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

市
民
が
地
域
活
動
へ
参
加

す
る
余
裕
の
喪
失
、
社
会

全
体
の
価
値
観
の
変
化
に

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問
　
職
員
が
地
域
活
動
に

関
与
す
る
こ
と
の
意
義
や

そ
の
関
与
を
可
能
に
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
組

織
づ
く
り
・
制
度
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
地
域
活
動
へ
の
関
わ

り
が
職
員
の
自
主
性
の
み

に
委
ね
ら
れ
る
と
、
持
続

性
や
組
織
風
土
へ
の
波
及

の
面
で
支
障
が
あ
る
と
認

識
し
ま
す
。

　
職
員
の
意
欲
を
引
き
出

し
、
地
域
活
動
へ
の
関
与
、

地
域
社
会
と
の
連
携
を
支

え
る
仕
組
み
・
組
織
体
制

を
構
築
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子どもの権利
について

○米原市
　こども計画

○unicef
　子ども向け
　学習サイト

子
ど
も
の
権
利
を
米
原
市

の
政
策
に
ど
う
反
映
す
る

か

地
域
を
支
え
る
仕
組
み
と

市
民
主
権
の
理
念
の
実
現

に
つ
い
て

○ 子どもの権利を米原市の政策にどう反映するか
について

○ 地域を支える仕組みと市民主権の理念の実現に
ついて

振角　大祐　議員
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問

経
常
収
支
比
率
が
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

経
営
安
定
に
は
継
続
的
な

収
入
確
保
が
必
要
な
た
め
、

昨
年
４
月
の
料
金
改
定
は

そ
の
一
環
と
理
解
す
る
が
、

今
後
の
収
支
改
善
の
見
込

み
や
、
滞
納
対
策
を
含
む

回
収
率
向
上
の
具
体
策
は
。

答
　
料
金
改
定
は
、
経
常

損
失
の
回
避
と
老
朽
化
設

備
の
更
新
財
源
確
保
が
目

的
で
す
。
収
支
面
で
は
年

間
約
１
億
円
の
増
収
を
見

込
ん
だ
も
の
の
、
物
価
高

騰
の
影
響
で
純
利
益
は
改

定
前
と
同
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
滞
納
対
策
は
規
程
に
基

づ
い
て
対
応
し
、
５
年
度

の
収
納
率
は
99
・
８
％
で
、

今
後
も
維
持
に
努
め
ま
す
。

問
　
有
収
率
の
低
下
は
水

道
経
営
だ
け
で
な
く
水
資

源
の
無
駄
に
も
つ
な
が
る
。

漏
水
の
早
期
発
見
や
老
朽

管
の
更
新
な
ど
、
有
収
率

向
上
に
向
け
た
体
制
を
伺

う
。

　
ま
た
、
有
収
率
に
は
地

域
差
が
あ
る
た
め
、
配
水

系
統
別
の
実
態
と
今
後
の

対
応
は
。

答
　
３
月
31
日
現
在
の
給

水
人
口
は
、
対
前
年
比
１

・
０
％
減
の
２
６
６
３
２

人
で
あ
り
、
６
年
度
の
年

間
有
収
率
は
速
報
で
74
・

34
％
と
、
前
年
か
ら
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い

ま
す
。

　
水
系
ご
と
の
有
収
率
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
現
行
の
対
応
で
は
有
収

率
の
改
善
が
難
し
い
た
め
、

新
た
な
漏
水
調
査
技
術
の

導
入
も
検
討
し
ま
す
。

　
６
年
度
は
、
特
に
低
い

伊
吹
南
部
浄
水
場
水
系
に

お
い
て
、
老
朽
管
の
更
新

を
重
点
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
有

収
率
の
低
下
幅
が
大
き
く
、

給
水
人
口
の
多
い
本
市
場

浄
水
場
水
系
に
お
い
て
、

夜
間
流
量
調
査
や
、
路
面

音
聴
調
査
を
実
施
し
、
老

朽
管
の
更
新
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　
来
年
度
に
は
、
県
が
共

同
発
注
を
検
討
し
て
い
る

人
工
衛
星
を
活
用
し
た
漏

水
調
査
へ
の
参
加
も
検
討

し
ま
す
。

問
　
本
市
水
道
運
営
審
議

会
で
は
今
後
10
年
間
は
料

金
の
改
定
を
行
わ
な
い
よ

う
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
は
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
持
続
可
能
な
経
営
を

考
え
れ
ば
、
単
独
で
の
運

営
に
限
界
が
あ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。

　
隣
接
す
る
長
浜
と
の
統

合
で
料
金
改
定
や
硬
度
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
実
効
性
の
あ
る
広
域

施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

滋
賀
県
水
道
事
業
の
広
域

連
携
に
関
す
る
協
議
会
に

お
い
て
、
14
年
度
ま
で
の

滋
賀
県
広
域
化
推
進
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
議
論
し
て
お

り
、
プ
ラ
ン
中
盤
か
ら
後

半
に
滋
賀
県
水
道
基
盤
強

化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
広

域
連
携
に
つ
い
て
、
市
の

方
針
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
通
学
中
の
児
童
が
狭

い
道
路
で
車
に
危
険
を
感

じ
た
と
い
う
市
民
の
声
を

受
け
、
市
が
行
っ
て
い
る

具
体
的
な
安
全
対
策
の
取

り
組
み
内
容
を
伺
う
。

答
　
歩
道
整
備
が
困
難
な

狭
い
道
路
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
表
示
、
防
護

柵
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
面
と
し
て
は
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
に

よ
る
通
学
時
間
帯
の
見
守

り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
と

有
収
率
に
つ
い
て

歩
道
が
設
け
ら
れ
な
い

　
狭
い
道
路
に
お
け
る

安
全
確
保
が
必
要

○水道事業の経営改善と老朽化対策について
○通学路における安全対策について

今
後
は
広
域
化
を

目
指
す
べ
き
で
は

細野　正行　議員

６年度　水系ごとの有収率

浄　水　場 有収率 前年比
磯浄水場水系 84.97% -2.29ポイント
河内浄水場水系 81.80% -2.56ポイント
本市場浄水場水系 74.75% -5.19ポイント
伊吹北部浄水場水系 57.18% -0.87ポイント
伊吹南部浄水場水系 55.58% +0.43ポイント
甲津原浄水場水系 69.73% -5.78ポイント
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録画配信
はこちら

問

訪
問
介
護
報
酬
の
減

額
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
全
国
的
に
も
大
き
な

関
心
を
集
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
昨
今
の
物
価
高

騰
に
よ
り
、
介
護
報
酬
を

基
に
運
営
し
て
い
る
訪
問

介
護
事
業
者
に
お
い
て
は
、

コ
ス
ト
増
を
価
格
転
嫁
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
厳
し

い
経
営
環
境
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
報
酬
減
額
に
対
す
る

市
の
支
援
は
。

答
　
国
の
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
活
用
し
、
本
年

３
月
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
運
営
支
援
金
を
交
付

す
る
こ
と
で
支
援
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
実
態
調
査
で
訪
問
介

護
の
不
足
が
訴
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
　
市
は
、
利
用
実
績
や

今
後
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
充
足
し
て
い
る
と
判
断

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

対
策
の
充
実
に
つ
い
て
問

う
。

答
　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
孤
立
対
策
と
し
て
は
、

今
後
も
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
見
守
り
事
業
の
ほ

か
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
地
域

の
取
り
組
み
、
高
齢
者
の

相
談
支
援
機
関
な
ど
と
の

関
係
性
の
構
築
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
　
介
護
保
険
料
が
県
下

で
２
番
目
、
市
で
は
１
番

高
い
現
状
に
つ
い
て
。

答
　
受
給
者
１
人
当
た
り

の
介
護
給
付
費
に
つ
い
て
、

県
内
の
他
市
町
と
比
較
し

て
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と

が
、
介
護
保
険
料
を
高
く

設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
予
防
事
業
な
ど
給
付

費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
取

り
組
み
や
、
給
付
の
適
正

化
事
業
の
推
進
な
ど
保
険

者
機
能
の
強
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
対
応

を
問
う
。

答
　
３
年
ご
と
に
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
、
当
該
計
画

に
沿
っ
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
、
介
護
予
防
、

生
活
支
援
な
ど
の
高
齢
者

福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

問
　
米
原
市
で
も
全
て
の

被
保
険
者
に
資
格
確
認
書

を
送
付
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
も
国
か
ら
の
通

知
に
基
づ
き
、
国
保
被
保

険
者
が
電
子
資
格
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
か
ど
う
か
を

一
切
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

全
員
一
律
に
資
格
確
認
書

を
交
付
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
　
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）計
の
配
備
の
状
況
は
。

答
　
今
回
の
国
の
対
策
強

化
の
方
針
を
受
け
、
子
育

て
施
設
所
管
課
な
ど
に
暑

さ
指
数
計
の
配
備
を
促
す

と
と
も
に
、
既
に
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
フ
ァ
ン
付

き
の
作
業
服
を
導
入
し
て

い
る
部
署
も
あ
り
ま
す
が
、

各
現
場
の
実
情
に
応
じ
た

対
策
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

問
　
自
治
会
活
動
な
ど
で

の
熱
中
症
対
策
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

答
　
市
と
し
て
、
相
談
な

ど
が
あ
れ
ば
、
計
画
の
作

成
に
向
け
た
支
援
を
し
ま

す
。

　
今
後
も
、
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
の
情
報
や
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
周

知
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
を
行
い
、
市
民
の
熱

中
症
に
よ
る
健
康
被
害
の

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
の
現
状
を
問
う

職
場
の
熱
中
症
対
策
は

○介護保険の現状について市の対応を問う
○国民健康保険証の有効期限に伴う市の対応を問う
○行政関連職場や自治会活動による熱中症対策を問う

国
保
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
る
が

藤田　正雄　議員

「熱中症 ～ご存じですか？予防・対処法～」
（環境省）　を加工して作成
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伊
吹
高
校
生
徒
会
と
の
意
見
交
換
会

常
任
委
員
会
　
行
政
視
察
研
修

�

先
進
地
の
事
例
を
市
政
に
生
か
す

若者に選ばれるまちを目指して

��未来を担う若い世代と意見を交わし、市政に積極的に反映させる

総務産業建設常任委員会　行政視察研修

��農業振興と観光資源の活用戦略

　５月23日に伊吹高校生徒会の皆さんと意見交換会を行いました。
今回、本市議会が政策のタネを考えるため、若年層からの見地を取り入れることを目的に、伊吹高校
生徒会の皆さんと「若者が住み続けたい、ふるさとに戻ってきたいと思ってもらえるまちにするた
めには」をテーマに意見交換をしました。
　生徒たちは多くの率直な意見を聞かせてくれて、お互いが考える
テーマに対しての強みや弱みなどを改めて共有できました。
　伊吹高校生徒会の皆さんとはもう一度意見交換会を行います。
　今回得られた意見を議会デジタル化広聴推進委員会へ持ち帰り、
再度の意見交換会をより実りあるものとするため委員間で議論を
深めていきます。

　７月３日に、福岡県八女市で農業分野の先進的な取り組みについて視察を行いました。
　八女市では、市町、農協などで構成される「新規就農支援対策会議」を設置し、独自の手厚い新規就
農支援システムを構築されています。後継者不足が喫緊の課題である本市においても、新規就農の
促進において多くの示唆を得る機会となりました。
　また、６００年の歴史を誇る八女茶のブランド価値向上にも取り組んでおられ、海外販路の拡大
を含め、世界ブランドに押し上げる取り組みを紹介いただきました。
　７月４日は、福岡県糸島市にて観光関係の視察を実施しました。
　糸島市は、JR博多駅や福岡空港からの移動時間が車で約40分
と、交通アクセスに恵まれています。福岡市に隣接し、さらに海外

（特に中国）にも地理的に近いため、近隣には大規模なマーケットが
広がっています。
　地域全体をブランドとする「ブランド糸島」の戦略を総合的に展
開してイメージアップを図り、関連するさまざまな地域活性化策を
有利に推し進められています。今後の観光振興を起点とした地域
活性化策を考える上で大いに参考となるものでした。

八女市役所にて視察の様子

意見交換会の様子

広告募集！
広告掲載を希望される方は、米原市議会事務局

（0749-53-5134）までお問い合わせください。
１枠5,000円（縦37ｍｍ×横85ｍｍ）
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　政務活動費とは… 　使い道は…　交付額は…

　地方自治法に基づいて市議会議員の調査研
究その他の活動に資する経費の一部として交
付されるものです。
　交付対象や額、交付の方法、政務活動費を充
てることができる経費の範囲は、「米原市議会
政務活動費の交付に関する条例」に定められて
います。

　ページ下段の表のとおり、
先進地調査などに要する交通
費や宿泊費、研修会などへの
参加費、広報紙の印刷費や折
込手数料、事務用品費、活動に
必要な書籍の購入などに使わ
れています。

議員１人当たり
月１万５千円
　「会派」または「会
派に属さない議員」
に対して交付されま
す。

令和６年４月分から令和７年３月分までの
政務活動費を精算しました。

●�政務活動費の収支報告一覧表　（会派の構成は、令和７年３月末時点のものです。）

●�政務活動費を充てることができる主な経費

単位：円

※残額があった場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は自己負担しています。
　令和６年11月10日執行の市議会議員補欠選挙により当選した議員は、４カ月分の交付額となります。

令和6（2024）年度
政務活動費収支報告

項　目 内　容 例

調査研究費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査、現地調査に要する経費

交通費、旅費、宿泊費、
調査委託費等

研修費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要
する経費

講師謝金、会場費、参加費、
交通費等

広報費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等

要請・陳情活動費 要請・陳情活動を行うために要する経費 交通費、旅費、宿泊費、
資料印刷費等

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等
資料購入費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入費等

会派名 天翔クラブ
政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団

会派に属さない議員

構成人数等 ６人 ４人 ２人 川嶋眞一 藤本敦子 振角大祐 細野正行

収
入

内訳
交付額 1,185,000 705,000 360,000 60,000 60,000 180,000 180,000

その他 (利息 ) 390 97 0 10 11 7 68

収入合計 1,185,390 705,097 360,000 60,010 60,011 180,007 180,068

支
出

内訳

調査研究費 143,824 252,770 0 0 0 0 60,920

研修費 0 0 54,000 0 0 0 60,000

広報費 284,185 135,000 242,953 47,365 0 0 0

広聴費 0 0 0 0 300 0 0

要請・陳情活動費 495,863 0 0 0 0 0 0

資料作成費 0 105,433 14,634 2,154 3,000 0 18,000

資料購入費 20,757 23,650 52,739 10,491 8,560 181,217 31,737

支出合計 944,629 516,853 364,326 60,010 11,860 181,217 170,657

自己負担額 0 0 4,326 0 0 1,210 0

返還額 240,761 188,244 0 0 48,151 0 9,411
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６
月
27
日
、近
畿
地
方
は
平
年
よ
り
22
日
、昨
年
よ
り
21
日
早

く
梅
雨
明
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
９
５
１
年
の
統
計
開
始
以

降
最
も
早
い
記
録
で
す
。梅
雨
期
間
18
日
間（
６
月
９
日
～
26
日
）

も
２
番
目
に
短
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
18
日
間
の
彦
根
の
総
雨
量
は
平
年
の
約
２
倍
弱
の

２
１
６
ミ
リ
だ
っ
た
一
方
、途
中
８
日
間
の
最
高
気
温
が
30
度
以

上
の
真
夏
日
も
あ
り
、改
め
て
気
候
変
動
を
実
感
す
る
も
の
で
し

た
。

　
伊
吹
地
区
に
土
石
流
が
３
回
押
し
寄
せ
た
昨
年
７
月
か
ら
１

年
、
伊
吹
山
が
以
前
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
山
へ
と
よ
み
が
え
り
、

災
害
が
再
び
発
生
し
な
い
よ
う
に
植
生
を
再
生
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
豪
雨
を
想
定
し
た
土
砂
災
害
対
策
と
鹿

の
生
息
数
適
正
化
の
成
果
確
認
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
年
５・６

回
伊
吹
山
に
登
っ
て
い
る
者
と
し
て
、山
頂
付
近
の
高
山
植
物
の

数
が
、昨
年
同
時
期
に
比
べ
確
実
に
増
え
て
い
る
実
感
は
、今
後

に
期
待
を
抱
か
せ
ま
す
。

　
今
年
の
夏
も
昨
年
に
引
き
続
き
気
温
が
高
い
傾
向
と
の
予
報

で
す
。
熱
中
症
対
策
を
充
分
取
ら
れ
、皆
さ
ま
お
元
気
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

（
川
嶋
眞
一
）

委 員 長　細野　正行　　副委員長　振角　大祐
委　　員　川嶋　眞一　　委　　員　鹿取　和幸
委　　員　山𦚰　正孝　　委　　員　𠮷田　周一郎

編
集
後
記

次回��令和７年第３回（９月）�定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

8/29
開会日
予算・決算
委員会

8/
30

8/31 1
一般質問

2
一般質問

3
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

4
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

5
民生教育委
員会・予算
決算分科会

6

7 8
民生教育委
員会・予算
決算分科会

9 10 11 12
予算・決算
委員会
議会運営
委員会

13

14 15 16
本会議

17
予算・決算
委員会

18
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

19
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

20

21 22
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

23 24
民生教育委
員会・予算
決算分科会

25
民生教育委
員会・予算
決算分科会

26
民生教育委
員会・予算
決算分科会

27

28 29 30 10/1 10/2
予算・決算
委員会
議会運営
委員会

10/3
閉会日

議会の動き
４月

10日　議会だより編集委員会
16日　委員会協議会（2常任委員会）
17日　近畿市議会議長会　定期総会
25日　行政視察受入（愛媛県今治市）
29日　国スポ・障スポ米原市実行委員会総会

５月
9日　行政視察受入（香川県観音寺市）

12日　議会デジタル化広聴推進委員会
　　行政視察受入（福井県大野市）

14日　委員会協議会（2常任委員会）
19日　行政視察受入（神奈川県海老名市）
20日　全国市議会議長会　定期総会等
21日　行政視察受入（群馬県前橋市）
23日　伊吹高校生徒会との意見交換会
26日　議会運営委員会

　　米原消防署竣工式典
29日　議員全員協議会

６月
2日　議会運営委員会
5日　第2回定例会【初日】

　　議員全員協議会、予算・決算常任委員会（全体会）
　　議会だより編集委員会

9日　第2回定例会【2日目】一般質問
10日　第2回定例会【3日目】一般質問
12日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
13日　議会デジタル化広聴推進委員会
16日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
24日　予算・決算常任委員会（全体会）
25日　議会運営委員会
26日　第2回定例会【最終日】

　　議員全員協議会
　　総務産業建設常任委員会
　　予算・決算常任委員会（全体会）

議会の傍聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日などの本会議の模
様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/
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第20回米原市芸術展覧会　【市議会議長賞】
受賞おめでとうございます。

【書部門】
「賈島詩」　森 幸子　様

【彫刻・工芸部門】　「尉と姥」　磯﨑 正測　様

【絵画部門】　「裏山」　肥後 訓次　様

第２０回米原市芸術展覧会の「市議会議長賞」
受賞作品をご紹介する目的で掲載しています。
作品を写真撮影し、印刷したものであるため、
実際の作品の色味、サイズなどとは異なるもので
あることをご容赦ください。

【写真部門】　「早春の微笑」　辰巳 敬造　様

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。


